


第 23回 定 期 演 奏 会

昭和48年 12月 21日 (金)

神 戸 文 化 ホ ー ル

神 戸 大 学 交 響 楽 団
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響友会会長 岩 崎 純 ―

杓1戸大学交響楽団第23口定卿

`演

炎会が開lLされる口が参りました。こら ヒ1"洒炎会は音楽部学

生諸君にとっては刻市1に重大なな姜を持っているものであるか計 り知れないもの|;あると存じま

す。学生々活一年の結星|をこの音楽会にかけて皆様に発表すろに当

'、

本|:も古りヽの名」|を工走

して数ケ月に亘 りたゆまざる努力と練層を積み重ねて本口の発表会を迎えることになうました。

何分学業のかたわらに趣味として習得した技術とi楽 でごぎいますので甚だ至らぬ処が多かろ

うとは存じますが当大学学生による精一杯に努力した音楽会として、どうか学生諸君の真 llなタ

カと情熱を傾げた結果を御鉦賞して頂き度 く我々共々に本夕を楽しくお週し頂ければ幸甚と存じ

ます。

本口は年末御多忙の中を付に当楽団のために御|・席下さいまして節上花を添えて頂きましたこ

とは誠に有難く厚 く御ネLを申し上げます。今後とも

“

大オーケストラを身近かなものとしてお考

へ頂きその発展にl碓 援場 らんことをLIにお願い申し_Lげます。

神戸大学交篠楽団部長 川  上  達  文

皆様、今宵はようこそ御来場下さいました。

rF年の定期演奏会ではベートーベンの第 9交炒山1をとり上げましたが、奇しくも今年はかのハ

ンス フォン ピューローが第10交響山と評したと言われるブラームスの交響山第 1番 にlltむこ

とになりました。

ここ数年のうちに、当楽団は90余名の部員をかかえる大LI帯となb、Tl点もある反面ややもす

ると部員相互の意志の疎通に欠ける状想に陥いうやすいことが否走できぬ現状でありましたが、

部員一人ひとりの積極的な姿勢を通じて心のハーモニーの創造に努め、練習に練習を重ねた結呆

ようゃく実を結び、本曰の嵐奏会を迎えろに至りました。

ったない演美ではめりますが、
・
若さと情熱をもって一=け んめい演巽致します。どうぞ●ゆつ

くりお聴き下さい。

今後とも皆様方の御指導と御協力をお願い致します。

↓
↑

一

ヽ~

深夜2時 まで営業
も

三 宮 生 田筋

中本ビル2階

しもし (391)0519
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プ 回 グ ラ ム

チャイコフスキー   スラブ行進曲

ハ イ ド ン   交響曲 第104番「ロンドン」

I Ad8gio― Allegro

Ⅱ Andante

Ⅲ MenuettO AIlegro

17 Finale Spiritogo

一 休   憩 一

ブ ラ ー ム ス   交響曲 第 1番 ハ短調

I Un pOCO S08tenllto一AllegЮ―Mentl Allegro

Ⅱ Andante 3ostelluto

lI Un pOCO Allegretfo e gTazioso

. Ⅳ Ada」 o一Alle釘o non tropl10,Ⅲa∞ n b�o   ‐

ドイ
い′の永い伝統にはぐくまれ

日本で花ひらいた生粋のケーキ
バウムクーヘン

自然の味 ′純正材料がおいしさのひみつ

神 戸―本店 =宮 店 さんちか店

大 阪―Ltt lI店 限急二番衝店

ミナ ミ地下衝店

名古慶‐中 8店

東 策―銀座店 泣谷店 ツ=― 店

新宿西口店

その他 全国有名百彙店のIIん街

ューハイムシ■′ブ
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曲 目 解 説
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チャイコフス■―
ス ラ ブ 行 進 曲

チャイコフスキ~〈 1840～1893)のす楽が各1峻 減奏会で最 もよくとりあげられる音楽の1つである理山|まどうい

うところにあるのであろうか。彼はロシアの作由家の中でも国民楽派とはちがい西欧派とよばれろが、その音楽のl●

底には国民楽派ようも、もっとロンア的な、さらに新しい時代のロシアの苦F・|が息づいていたのではないだろうか.

チャイコフスキーはドイツの作山家たちのようにがっちりとした樅成の音楽を書くことが古手であったようである・

それようも当時のフランスやイタリブにみられる自由な旋律の美しきをもって応酬したのであろ.rめ 旋律は●い美

しさに l・ふれ、しかも哀感にみちたものが多いため大た性がある。このスラブ行進山もあの●名なテーマでもって■

の言来を感ずることができる。この両はロシアの傷病兵の慰問のために依頂されて作山され大いに歓迎され1/■評を

"
したとぃわれている.ま たロシア国歌 も

‐
J界的に口いられ チューバや 卜つンボーンによって=々 たろ確 0上力ゞ りを

みせ、ロシアヘの愛国心をこめてチャイコフスキーが力をスうしぼって書いたとも思われるような圧倒的な迫力のう

(MT)
ちに山は結ばれるのである。

交 響 由 第 104番  二長 調 「ロ ン ドンJ             ′` イ ド ン

交響山という形式は器某が隆威をきわめたバロツク役瑯%タ リアにその|1非を兄ることができる。すなわちヴェ

ネッィアの音楽家逮の確立したコンチェル トにおける急―緩―急の

`機

的泄成による3楽章形式が交響山の楽章配譴

の基礎になった.き らに古共派初朗のマンハイム楽派によ

'こ

の形式は発展した。彼等は、利7しいソナタ形式を特に

急楽章に月いること、および、古いフランス富廷舞山のメヌエットを緩来章どフィナーレとの間に配置することによ

っで、交響山の形式を整えた。

このあたらしい形式の美を余すところなく表出したのが一道のバイドンの交響山である。

ハイドンは17"年 に27才で第 1番 の交響蘭を「山してから、1795年最後の第 104番 「ロンドンJを 完成するまで、

驚くべき数の交響山を世に山したわけであろが、1795年以後は、死の年の18∞年までの1軒 間というもの、一山の交

響由も作山していない。この事実|ま、彼の作山姿勢を端的に示していて興味深い。このジキンルにおけるもう一人の

天才モーツアルトが1791年にすでに■を去っておう、ベー トーベン以後は、交響由の滉点が、形式美による力感より

も内容の充実という方向に変化していったことを考えると、この104番 のシンフォニーの音楽史■の位鳳と工要きは

(ME)
おのずと明らう」こなるだろう。

〈長期総合保険〉

同和火災海上 委晃詳惧昌ミ器 L酬 :塑瑠|阪

京

大

東
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交響曲 第 1番  ハ短調

この由について請るとき、ブラームスが言想から完成まで21年もの長年月をかけた事実を看週できない.ブ ラーム

スの眼前には常にベートーベンの ｀
不減の9山 ′力

'つ
いてまわったといわれている。したがってこの山はブラームス

の苦心の結晶であり、彼の4曲 の交響山の中でも最もベー トー,ェ ンの影響を強く受けた作品である。初演はブラー

ムス43才の1876年11月 4口 、デッソフ指撫のカールヌルーエの富廷管弦薬団によってなされ、 「第10交響山Jと 呼ん

だビューローの言はあまりにも有名である。

第―楽= Uo poCo SoStenuto一 Allegr。 ′、短調 ,`拍 子

緊迫したティンパニーの迪打をともなって序奏部が始まろ。バイオ,ンが半音隋的に上昇する序羨主胆は8小 節に

及び、すさまじいばかりの息苦しさと気負いたったような波 しい意気こみa惑 じさせる.こ の主題が全山を有機的に

統―する基本動機とをっている。陰うつな間奏の後、再びこの序妻主題が現われ、それを絶頂として下降を示し、静

かに序美部を終わろ.

主部|まソナタ形式で 木管の短い半青階的な序表勁機が嬌わたしとなって第―ヴァイオリンに第―主こが現われる.

これは極めて推lf的なものて 心理的な高藤を背負いながら高場しようとする狐を描 く。第二主Шはオーボエが棗す

る衷調をIび た繊細なもので、木管の美しい対話を合む.3つ の8分音符と1つ の付点4分 青符からなる動機が提示

都最後の高潮部を作 り、展m部 へっなぐ。展開部では、=動 機や提示都綺尾の勁機を複雑に屁開きせ、堂々とした雄

々しい剛毅な印象を与える.展 開部から再現部へのひしひしと迫る高潮は圧倒的であり、次第に硬直していく閾争的

な感情を露皇するようである.再 現部は提示部とはぼ同じことを反復する.再 現部から終綺部にかけては、共雄的な

躊力にみなぎっていたものが奈落の底に潜とされ、感動的な人間らしさがあスれてくるようである. Meno A1legr。

のコーダは失恋と落肛の感情が気高く去lnきれ、永遠の安息を表わすかのような静かな長和音でF・工が告げられる。

第二楽車 AnOante Sostenuto ホ長調 %拍 子

企楽章は、間美風の短い中問部をもった三

“

形式で織成され、第―部と第三.fは同じ楽趣を扱っても、無くべきオ

ーケストレーションのコントラス トがなされている。ホ長調という明るい優■な調性の中にブラームス特有の可ヒ欧的

な暗い情措が融け合い、うるわしい歌のような旋律の美しさと夢幻的な夏いを帯びた瞑想的な|1趣は比類ない感動に

みちみちている.特 に結尾をしめくくる独実ヴァイオリンの効果は、何とも素晴らしい限りである.豊 かなロマンを

満喫できる音楽である.

第二楽章 Un poco Allegretto e gァ aaos。 変ィ長調 %拍 子

伝統的なメヌエットやスケルッォのかわりにブラームスが得意としたインテルメッッォ風の楽章で、3部形式によ

る.優 美な律動と歌語風の素ホ|な旋葎はたいへん愛らしく、ユニークな美しい//J果を遺憾なく発lTしている.ブ ラー

ムスの音楽の本質|けな一面を喘的にうかがわせるきのである。

第四楽章 Adal:。 Piu AnOante―A1legro noh tropp。,ma con b� o ハ短調―ハ長調 ,41H子

ブラームスはこの業章で勝不Jの設.lと歓呼例 4びを力いっぱい破っていろ。それはまきにベー トーベンの言うとこ

ろの ｀
普悩を越えての歓喜

″に一ユするものであう、その力強き、雄大さはブラームスがペートーベンの直系とみな

きれる所以のものであろ.

序実は61小節に及ぶ長大なものでハ短調 Adagbで 開ll.●きれる.そ の序癸主題は主部の讃歌主魁の変形で、かすか

な光明0の あこがれと悲愴味に満ちたものであるが、すぐ関に消えき,弦のピチカー トがもつれあう.そ れが2口繰

り返され短い闘争がはいったのち苦悩が解決きれぬまま静寂となる.ハ 長調P:uA“ anteとなう、突然蘭を破って、

ホルンが勇ましい三題を朗々とひびかせる。この輝かしい音色の効果はすばらしく、i部 のアレグロ主題を誘敢する.

主部はソナタ形式であり、董楽合突による崇高な第―主洒をもって始まる。第二主魁は優美なもので、この楽章は

どこをとっても常にとどまることなく新しい高場へ向かってまい進するきびしい意志力に貫かねている.再 現部の長

い経過旬に一つのクライマックスが築かれ、対位的な展mを ともなっている。山はコーダに向かって直線的にはなば

ブ ラ ー ム ス

(AN)なしく盛 り上が り、ハ長調の主和音を連打して終わる。
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ブ ラ ー ム ス 雑 感 無恵啓

今、ブラームスのホ短調の交霰山を即き終ったところである。非常にあつい。感傷とか孤独感などのほかに、Ю才

を過ぎた作山者がなおも持ちつづけた熱くういういしい情ヽ に接レて、こちらの方がある口のIさかしさを_fじる|まど

である。

「クララ′愛すろクララ′いつも貴女を思いつづけています。どうしてもにくの頭からはなオ1ないのです。貴女が

いらっしやらないとしたら、ぼくはどんなに不■になるでしよう′●女を心から抱擁させてくだきい。J

「貴女を思い、責女のお手紙を計みかえし、貴女のお写真を眺めること以外は、何も手につきません。いったいぼ

くをどうなさったのでしょうか.こ の魔力をぼくからI17いていただけませんか。」

これらは、20才を過ぎたばか りのブラームスが、クララ ンューマンに宛てて |した数多くの手紙の一部であろ.

彼は、このような愛情をmを 過ぎても、いや死ぬまで持ちつづけたのである.

なぜこのようなことが可能であったのだろうか.そ れは 彼の愛情の綺il的性格によろと考えられる。つま,1性J

というものに毒されでいなかぅたのである。実際、彼は■江独身で通し、受しつづけたタララとのlll係においてもそ

のようなことは一度 もなかったのである。 「それでは、彼は性的不能者であったのだろうか?Jと いうような疑間が、

すきんだ我々

'代

人のコから出てくる力'もしねない.1可とtIしいことであろうか.し かし、その凹いにも答えること

がそきろ.すなわ7.、彼の家庭は、経済的に恵まれず、彼は小さい時から、活町のF'場の古ぼけたピアノの前に庄っ

てアルバイトというようなこともしなければならなかった。そこで、酒場のような浬らな空気にJlれ、おのすと、・t

粋な恋愛に対する憤れとは71に 性的なa望をそこの女で満たすというような生清になっていったのである。

しかしながら、lltは「lI」の非力さをよく認識していたのであろう。 「|[Jというものがもつある肛の●しさ、不

確かきでもつで、自分の,ヒ粋な愛情を色あせたものにしたくなかったのであろう。それに彼とクララは、口′`一ト

ンューマンに対する尊改と愛情の念を一=忘 ねなかったのである.そ れゆえに、そのように簡単に結ばれろというよ

うなことは考えられなかったにちがいない.彼 はこの満されない思いのゆえに、情熱というものを常に持ちつづけ、

そしてその吉悩のなかにある種の喜びきえ見い出していたのかもしれない。

着んぶて
ド高架上 ル東
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そして以後40・T問 にわたってこの交流は続けられる。その最後の頃にかわされた手紙を見てみようと思う.こ のii

クララはすでに70を過ぎていて、演奏后動も思うようにできず、経済的には決して裕福ではなかった.そ こでブラー

ムスは恩返しの意味でお金を送ろことを考えた.彼 はクララの勝ち気な性格を者えて続商な表

'で

、援助を申し出七

のであったが、果して断らねてしまった。そして、数ケll後にまた手紙を書いたのである.

「愛すろクララ、どう力ゝおな りにならないでください.す ぐる夏のTlの申し出に対して暖かヽヽ0で ご辞退なさいま

したのでヽなんのわだかまうもなく、あえてもう一皮■しあげます.

もう少しよい工夫もあったでしょうが、私にはわかりません。ですから、あなたの足 もとに1万5千マルクを

“

げ

ることをお詐しくだきい.入 手したと、はがさにそれだけを書いてくだされば結IIlです。

心から皆様によろしくお伝えを願うとともに、なにとぞお瞑だちなきよう、美しい友情のうちにおうけくだきる

よう切に願いあげます.」

クララの返事

「10月9日 、お金はつきました.私 は途方に暮イ■てお ,ます。お返しはあなたの暖かい友情に対してもで きませ

ん。私が世界中の他の誰にも望まないことをおきせするはどにあなたを信級していることを、なにとぞお知りくだ

さい。

しばらくの・l このお金は孫たちのためにぜひ必要になろまで保瞥いたします.ご 好意は私に真の安心をあたえ

てくださいました。握手をもって心からおネし申しあげます。心からの感討のなかには、多くのtI哀もまじっておう

ます.私 の感動はとうてい言いつくせません。近く当地でお目にかかれませんか.ご 機触よう、愛すろヨハネス、

どうかあなたのこ様子も近くおき力,ビくだきいな.J

そして、この手紙の致年後クララは‐6年の生涯を終える。ブラームスは、彼女よりも1億 も年下だったのであるが、

彼女のク[後、あとを追うようにしてこの世を去る.

このように二人の人間、しかも男と女が、純らかな心のふれあいを続けたということを知う、●とも言えぬやすら

ぎを感じたのはこの筆者だけではあるまい。

兵 庫 県 公 安 委 員 会 指 定

<ン 言焚兵庫県自動車学校
●入学受付 毎 日    4入 学 日 毎週金曜日

ここで入学の受付を致します。
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フランッ ヨゼフ ハイドンは、まさに過波期に生きた作山家といえます.彼 が生きた18世紀のころの音楽家は、

ほとんどすべてが富廷のお抱えで、またそうでなければ生活していけませんでした.こ れらの工の下僕とすら言える

音楽家逮は、彼等のスポンサーの依頼のままに、ネし年 篠式 食事の際の BGM等 、あらゆる場合に応じて、多

くの由を普きなぐりました.ハ イドンも、その例外ではなく、数多くの探4を 、そしてr・t「をも成しました.け れど

も、交墾山というジキンルで、彼は、最 も本領を発揮していろと言えます.し かし、彼はモーツァル トやベー トーベ

ンに見らわるような苦悩や安らぎの伝達を試みようとは、み=り しませんでした.そ れよ

'も

彼は、楽山の構成や音

の美しさを追求し続け、ピアノソナタ 交響由 狡薬四工美などの分野で形式的完成を成し遂げたのです・けれども

"|ヽ

は急速に変化して、やがてロマンの波が押し寄せてくると、ハイドンは (極言するならば)ロ マン主義への踏み

台的作山家として軽視されるようになってしまいました。特に音来によって情神的満足及び自意識の高場を得ようと

する傾向の強い口本では、形式的に一応の評価はあるものの、実際の愛好度は、はるかに劣るようです。もしその原

因がHl●なほどのハイドンの形式薫視の方

“

にあるのならば、まきに彼は不通なlF山家と言わなければな0ません.

′ヽイドンは' イヽドンであって、ビバルディでもなければ、ペー トーベンでもないことを、常に念頭に置いておく必要

があろでしよう.す なわち 我々は′ヽイドンの山の中に彼の曰ぎしたものを聞かなくてはなりません。その為には、

むしろ我々が少なからず勉強することを要求されるのではないでしょうか.そ ういう点においても現在、■界的にヘ

イドンという作山家が見直きれ、彼の山が、きかんにコンサー トをにぎわし、レコードに登場する風潮にあるといえ

ます.が 、依蒸、我国口本では、一年に、ほんのわずか来口する (?)4ヽ沢征籠が、颯繁に取 り上げ推奨する他は、

なんら話題とならないのも、不思議と言えば不思議です。 (岡田 司)

山は富士 酒 は一

シ ラ

4.6i6i l ! ' t .{4ft

い ま六 甲で話題 の味 の散歩道

フレッシュな′`ン
喫茶 ・グリル

ティータイム
ffie*E telv tat

ベイカ コ
"づ

幸 ゛ 平島

責 方 の 余帳 を明 るい識 場 で御 活 用下 さい。 ア ルバ イ ト パ  ト大 歓 迎

AM9:00～ P M20:00 PM4:00-PM9:00

絲戸市海区コ」

"3,日

31“黙前ピルBl

TЁ■神戸 (078)881-●401～
' |
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青 春 の ― ペ ー ジ 常 深 幸 子 (OB)

今から数えて約17年育| ■か ,し私は、オケロ誌の紙両をか りて●々とラプレターを書いたことがある.音 楽的無

知の■にはオケ月誌に必要な音来n勺文句が

`け

なぃ.そ こで背内の策がこのラブンターであった.

その文両は今ではijにも夫のいることだし ‖ヨ千の方にも最霙の奥様のいらっしやることだし、lTl`にすべきとこ

ろであるが、 「あなたの指

“

を心より●収申し上げてお,ます  云々」と切々と微ったのであつたと思う.不 詐慎

●まりないと
'七

られるとさいきや以外にも 2 3口 後次のページに返■「カコ1っていたのである.'念 ながらその文

面は全く忘|■てしまって]い 山せないが 楽しくてうれしくてのオケ時| のヽ1ベージにはユいない.

定胡●妻会のあとには反省_~というものがつきものである.音 楽嵯 ・■の萬い

"子

話■はきまっていろいろむづか

しいことをおっしやる.や はり16年前のそれは、

"0口

定胡演実会 「Fr叫界ょ,:の 時のことである.

小泉良コンダクターがものすごく止

'切

って欅を振られたものである.例 えば、政楽2]部llのみに関してでも バ

イオリンが不揃い・・といって自ら写譜しなおしで配られたり、丼―バイオリンの達人の長谷J=を 証得して第ニバイ

オ
'ン

に配置されたり  その甲斐あって江来ばえも上々、我々は大感激レたのであった.

さてその反省会の席で 男子諸君の●Jす かしい,派 な●省の壮いたあと、司会者は心なくも女子に発言を水められ

たのである.今 とちがって当時の女性は実におしとやかであった.7名 の女性方はどうぞどうぞとゆず り合う.し か

たなく最 音ヽ楽的無知な私が立ってしまったのである。やはり吉内の策の言■である.

「母がきのうの演妻会を見でこう中しました。

長谷川君の足があまりにも■らそうに開きすざていたそうです。

渡辺君が大きなシンバルを落しはしないかとひやひやしました。

女性群では清水きん (堀夫人)が 一不可愛いかったとのことです.」

―F・l爆笑がしばらく上まらなかったことを覚えています.う れしTtかしの背春のオケページはまだまだ心に続いてい

ます. (響友会報より)

三宮 ビルでデッカクやろう。4/コトづ幸 三 宮 ビルでデ ッカクやろう。4
メ〉   Lン パ 、 お友達 1の ６

Ｆ 大小宴会場

５

Ｆ

すき焼
じゃぶしゃぶ

３

Ｆ
お座敷焼肉

丼 ご曇[1言旦曇[:

ご宴会のお間い合せは外商課(宴会係)まで

幸コ トづ 幸三富ピ』L幸
阪 患 三 宮 西 口  TEL(0フ 8)391-B681

トブキ三宮 ビルをご

利用 くだ さい。

- 9 -



エ ッ セ イ

|`)|‖14¨‖'く
●||)ウ ‖丁 _`|'Ⅲ'に)|‖

メ{,1‖●{コ11メ{コ1‖・―
|||●{=|‖■(コ111`〕 ‖,‐ |‖,<か|1丁●  ‖丁‐ |||●  |||{ヽ , |‖

―

‖||―・‖|●
‐|‖|

音 楽 舌t調 辞 典

第1章 楽 器 編

バイオリン  il名  捉琴または梅ll澪

テェロ … Tll名 痴エロ、恥エロ。絶えずオケ内lFにもめJlを起こす。

コントラバス  ■国名 大提琴、和名 倍

“

琴。欲求不Fiの人がt~奏したがる楽器

オーボエ …この楽器を吹いている人は禿が多い。ボロ名 横暴

イングリッシュホルン …イギ
'ス

人のlFくフレンチホルンのこと。

フレンチホルン…―比1眩・・yハレンチホルン 最上級ハレンチポルノ

トランペット ー 「この 「タンペットJ「 このイランペソトJ「 このナランペットJ

トロンボーン  Ⅲ屋名 仲縮号。略称ボーン,工 音.演 泰すろItに スライドがlIびたり縮んだ ,す る最 もヨ」性

“

J

な楽器
ピアノ …本来は 「強い音もliい音も出せろクラピチェンバロJ

ビオラ ダ ガンバ  0ビ オラにr光線を当てるとビオラ グ ガンマ.0ガ マがピオラにイヒけるとピオラ ダ

ガマ。0イ ンド航路を発見したのはバスコ ダ ガマ

第2章

パッ′ヽ一…逮伝学のんに貢献した人
ヘンデル  何である.ア イデアル

ハイドン  ヨーイ ドン

モーッァル ト  生まれた

"に

三本指しかなかっに、そのために2才で3度の¬青をひいた.

ベー トーベン  某年、春、東京田国調●に大工の息子として、悲愴な巡命を背負って生まね、情熱的な生涯を送っ

た■雄その名を 「Fl光仮面J、 後に皇帝となる。

シューベルトー 主作品 「完成J「 ザ リトルJ「 風J「 ますキ・lJの CMソ ングなど.

チキイコフスキー  ウイスキー、オンナスキー オナンスキー

クララ  シューマンが敗んでいたせき止め薬の名前

ブラ～ムス  このひろについては、ひょうのえんそうをきいてほひいのれ―す.

メンデルスゾーン  メンデルがえんどう・・を栽■していた地権 。neのこと.

ショバンーー音来史上最初のヒモ

エネスコ  博愛主義者、作由家、後にaネ スコを作る。

ジ.ン ケージ……野村調堂原作 「ジ.ンIⅢ 捕物控」に出てくる主人公、背中に桜吹雪の入れ笙をし、犯人を捕え

るときは、 銭を投,デる。

絆̈
総
諄
時
難

警

罐

鷲

饉

鷲

鸞鵞

ふ
と
思
い
出
す

快
か
Ｌ
の
唄

口奮
議

西
富

酒
造
株
式
会
社

醸

変
ら
ぬ
味
わ
い
に

舌
を
こ
ろ
が
り

喉
う
る
お
す

さ
わ
や
か
な
味
わ
い

日
本
盛

の
変
ら
ぬ
旨
さ
に

心
ゆ
だ
ね
る
と
き
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団 IflVl階  主作1早|「夕備J「 ひか りごけJ「 いかずこけJ

山本直

“

― tltチョコレー トのCMソ ングで多くの舅性をコンプレックスにおとしいれた夕″

第3章 由 名 編

卜の祭,  ヽ 箸机庁、1吹倫からにらまねた ロマン ポルノ

断 の詩  白らの+1決にエクスタシーを感じた裁111ヨが書いた詩

中央アジアの高原にで  ■央アジアのド京中で出会った、モスラと■ングコングと七色仮面とラーメン親子と′ヽリ

|  マオーとケペル先生とスタンカと安念|」とが

巨人  計売戸人||をいかにi下 .lにするかについて述べられた 「HOW TO― Jも の.省 者 :マーラー.

大地の敗  不勁産業者誤歌、1午的者 :某回首相

庭僣  口にくわえると伸びる不思政な笛をШ材とした欧則

ダフニスとクロエ  この山をやると必すオケの内

“

に事故が4こ るという。

鰈々夫人… ―ミャコ蝶々のペンネーム。代表作には本格推理小説 「蝶 々投人事件Jス トリッパーの心意気を描いた

「バタフライはフリーJな ど。
|        ティルオイレンシュピーゲルの愉映ないたずら  ホルンがiEしく演美すること.

第4=そ の 他

速度記号      |

Oa tempo`… …①もとのテンボで

01つ のテンポ (3)あるテンボ (4)テンポごとに

1  0!n tempo… そのままの速きで

反対語 ïnl potent

附録……ポルノ小説
1   1栞 章 プレス ト

ブロムナード……アダージョ

2楽 章 アレグロ

ブロムナー ド… ラ,レゴ

3楽章 アンダンテ

プロムナード ーレント

終楽章  グラーペ

協業曲  コンチェルト。ソリストが下手な場合は競争油

室内薬……童内で楽しむこと    .
0ソ ロ… 1人 でやること

②デュエット……2人 でやること

0卜 ,オ… 3人 でやること

0カ ルテット  4人 でやること

0ク インテット …5人 でやること

オーケストラがやって来た… 最近はやり出した童謡.ヽ オーケストラが来た、オーケネトラが来た、ど←に米●/

山に来た、里に来た、野にも来た.

}       E翌薯華奨彗F'響子害骨癸彗を2旱:‖;ら↓ぇ晨マ[「♀婦『T至1?総讐夕溜[fM代
よこせ/

)       9iJ:i子 !姜 」:I:  

この記号を グレー トビアノと読んだ天才的人物がいろ。

ミ

品孟置子i機 :ζ ミュ言す;ワを[彙 暑EF独

特の歌劇場、値段は安い所で800口、高い所で2,000円位、十二の沐

』:,,;;,'7g彊ぁ発3[鼻:需電

':ζ

;;警楽
ストラディバ,… R享 季守;楊農宙級品の代名詞 最低緻品の代名詞はベニヤディバ ,

富委こ晨9言長椒長讐讐こ書:業ふを人8ラI秀とお:∫選ζ番業遭爵ι畠盲大政大巨様のことを法|■寺の入道
11辱冒査騒奎辱跛暑欝あ醤冒美機霙3農:13ワ早疹;査騒奎5受磐奇あ醤書奨ま実轟Fさ

ねたによって、
〈筆者 :ホラ吹き童子)

― - 11 -一



プ ロ フィー ル
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指揮者 村 上 憲 司

彼こそ最も苦者らしい行勁力にあふれた人間なのです.今 年は大学院をめ

ざして勉強に励むかたわら (めでたく合格。来年から入院生活です)、 練習

で|ま血の由るような指lT^うで皆をひっばってくれました.その指●はロマ

ンティストらし0縦 の■清を反映して、弦を大きく欧わせ、本管IFは涙あふ

れるレガートヽ 金管にはすさまじいばか

'の

″を要求します。その構成はあ

くまできびしく、 ,ズ ム感は人なみでない正確さです.ま たその人柄には、

誰でも接した者を好きにさせずにおかない楽天的な面がかいまみられますし、

4Df,fr, v.o9 E& h.lt.iiNLl/tu+aEg a< 6 ffi*H!.1't. 5m@F

奏でも彼のこういった両面が音楽にあらわれ、スラブ行進山では腕も析れんばかりに大きな盛う上がうをつくってく

れろでしようし、ブラームスては特に2楽草に彼のロマンティックな情神が生かされ、また4楽章の勝利の凱歌では

炎のように燃えた演姿となるでしよう.彼 も4年間の大学生活の総決算としてこの演奏にかけているのです・

I・‐欅 者 岡 田 司

経営学部に在籍している彼ですが、勉強は  。彼の一週間のスケジ‐―ルは

ピァノ、作山、指揮法、ビ´ラなどのレッスンでざっしりつまっていろのです。

ですから音楽の素養は驚くべきもので 古共的な形式の中にベートーベンにも比

せられるエネルギーと蔓かな歌心をもったこのバイドンの交響山など 岡口君が

最も得意とするレバー ト
'―

ではないでしょうか。あのニタニタ顔とは似ても似

っかぬellぃ感覚で青楽を感じとう、すぐれた美意識で遺T‐する. ・アアこの指揮

者にはまいった′・ (―薬員の独自)彼 がヘルベル ト フォン 同llと呼ばれろ

よりもゲンナジー岡口 (本当はゲンナ′岡口)と 呼ばれることの方が多いのは、そのひきしまっていないウェストと

童顔のためなのです.私 的には小沢征繭のファンであり、1000円盤を■心にレコード収集に熱狂している音楽を心か

ら愛する岡口君、今後の活躍に御注目ください.

コンサートマスター 岩 日 ちゑ里

外大から授業が終わると神大ヘパイオリンを弾きにあがってくること3年、今

年はコンマスになったため、休むこと|な く毎日頑帳っている.

彼女は」ヽさな手に合わせて8分の7の大きさのバイオ

'ン

を使っているが、大

きないい音が出る。 〈今夜のブラ1のソロを間いていただければわかるだろう)

他の人は普通の大きさのを使っているのに、なぜあんな音しか出ないのかネェー。

ましてチェロなどは  。しかし裁がオケのチェロも将来コンマスの影響をうけ

て、豊かな音色になるであろう。

さて彼女は自金カイロの袋によく似た肩あてをつけたバイオリンを、のってく

ると首をス,ふ り弾く
`そ

の姿力勒
'わ

いいと誰かさんが言っていた.

最近は貫録もでてきて (もともとあるが)頼 りになろコンマスであろ:

―- 13 -―
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4年 生のプロフィール
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書
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菫

苺

鷲

〓

〓

艤

菫

苺

一犠犠一犠幅彎鏡

●
苺

嬌

苺

鷹

驚

鷲

一
菫

華

灌

崎

,|| 石

‖i本 本

羽 JI西 高 水 十

■,L足 橋 野 ―

Jl 上 達 文 〈DB)法 学部

神大オ‐ケス トラの事を知 うたい人は、まず彼に会うことである.彼 こそは神大オケの何たるかを知るに足 り得る

人物なのである。

復の特質を明かせば、何にでも波頭できるという事であろう.練 習、勉学、コンパでの狂想振 り、その他、麻雀、
バチンコ ■… 。

彼の目は、眠逃の中で、いつもやさしく笑っているかのようであるが、その瞳の奥に何がひそんでいろのか、Ffる

者はいない。しかし 確かなことは、我々後輩をよくかわぃがってくれるよき先摯だということである。そして、今
日も彼はそのやさしい眼差を投げかけるのである.で もそんな彼が女煙にもてぬとぃうのが永遠のナゾである。

国 見 祐 治 (Hつ 農学部  
・

彼は、我らT7=の アイドルであ, またよき相設相手でもある。練習に対する意aも 、その柔和な顔つきからは
想像のつかないほどのものがあ0、大学にはいって初めてホルンを手にしたとは思えないほどぅまく吹きこなしてい
る。またllは今年大学院を受験したのであろが、その理山も、あと2年間ホルンを吹きたいからということである。

羽 馬   覚 (Trp)工 学椰

人なつっこそぅな颯で、ぃつも笑函をたゃきない■は、4年上というよ,、よき′■という惑じてあろう。どこか
らともなく彼女と共に■われ、練習がКるとよュのように去っていく彼は月光 I・面のようである.彼 は兵川1県の′|ll
舎にある人も知らない北条首技とかいう高校のH身 で、今でもtFみになると秋は稲 l10、本は肛値えと忙しく慟くの
である。またアンドレを曰標とする彼は自ら芽ジFι と名・Tっ てその普及に7め たが その成果やい力■こ?それは今
晩の演突を間ぃてからということになりそらである。

商 橋 直 子 (Vn):中戸外大

当オケの多くの美人バイォ,ニス トの中でも際立って美しく、 ミス ォケとの呼び声も高かっただけに、彼女の

“
業及び落付いた様子を世しtF声は高い。彼女の卒業後は 指椰者はパイォリン万面に目の向け甲姜がなくなるであろ
うし、又オケ慣例の人気費票で|まァナ馬が票をflめることも予想きれる.酒 好きであろそうI・が、決して乱ォ■す 控
え目な中に一本芯の通った純日本||な女性であろ。既に、商社 「トーメン」にユ職も決ま|、ただ今予備知識の勉強
中だそうであろ。

一- 14 -
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水 野 早輝子 くVla)経 営学部

愛称 マ`マ・

二年の時はマネージャーとして、女性らしく細や力Ⅲこ、出来の悪いオケメンバーのめんどうをよくみて くれた。値人

的にも彼女のお世語になった人は多く、頭が上が らないのではないかと思う。彼女の手作 ,の サンドイッテもたいそ

うおいし力'った。いつでも、何をしてもさまになう、眼装のセンスはオクーと評|'であう、いつも大人のムードでせ

まろ.しかしきまっていろわうには、ビオラのパート練習中、レベルの低いだじやねをよく言うて 皆ヽを自けきせた

ものです. B715W70H71

- 15 -

岩 諄 目 仁 〈Cl)工 学部

普段は、そのクールなイメージをくずすこともなく、どこかさめたところのあろあなたが、ひとたび吉楽の世界に

足を踏み入れたなら、際限もなくのめり込み、ユしいものがみなたを製い、あなたをとりこにしてしまう…….そ ん

なとき、あなたの魂は、バ トスの中を揺らぐのでしょうか、それとも、もっと透明な世界を衡●するのでしようか.

あれほどまでに、あなたを魃せられたる人にしてしまう音楽をおそろしく思う←|す らあるくらい。

クラブーの露量を誇るあの体から、案でられるクラ
'ネ

ットの音色には、誰 もが魅了させられてしまう。透みきつ

て、やわら力,く、春の日ざしのようなその音を、耳|`するた●Fに、思わずため息がもれろのですoブ ロフイールにか

えてエポードを。くらりねぅとといわぐろさんとおんがくに  .:

八 木 秀 夫 (VC)経 済学部

バートリーダーである彼は、すべてのことにわたぅて文字通 リチェロを代表する人なのである。すなわち練習然 り、

遊び然0、 ……然 う.練 習熱心な彼の下にあっては、学業熱心?な我々は、不本意,?な授業欠席をやむなく強いられ、

呆ては練習場は修羅場と化するのであった。 (その割 ,に は  と筆者自身反省すべき向きもあるが。)し かし、そ

んな彼も棟習を離れると、一人の肯年、やさしいお几様なのである。場面は変ってみんなでlt事をするときは、一際

活発に食べ動き声を出し、このパート,― グーを前にして筆者驚嶼の余り目前黒―色になるのを見えるのである.こ

んな愉快で荻もしい彼も4年 で卒業させるのは心惜しく鳳われるのである.

関 本 孝 雄 (Hr)工 学部

征は3年 間 常に前向きの姿勢でオケと取り組み パート
'―

グーとしての工責を見事に果たしたのであったoで

あるのになぜか彼は4年 になると隠層生清に入ったのである。疲労のせいか、はたまた天才的雀士としての腕を更に

みがくためであったのか。謎である。墳 任感の人―l●H強い彼の姿勢を後輩諸氏は見習うべきであろう・
ロマンチスト

でフェミニストでそして彼は言い忘れ●がホ,レニストである。

西 尾 奥 子 (Vn)農 学部

かの悪名高き、神戸高校のオケで、3年 間腕をみがき、当神大オケにおいても、みごとなViohnの 音色をきかせて

くださった。■学生がそのまま大学生になったような幼い風貌の持ち主であったが、頼

'に

なるやきしい先輩でもあ

った.学 業が多忙なため、クラブから遠のいてしまわれたことは:後 輩にとっても、きびしいかざうだ.し かし、ク

ラブには来られなくても、吉楽に対する情熱は、いつも彼女の心の中で然えていたであろうし、これからもずちとそ

うであるに違いない。

+ ― 能理子 αn)直 l手女子短大

彼女を語るには、まずそのすらりと長い脚l・・美を述べるべきであろう。演業会当曰はロングスカートであるのが誠

に蕊念である。セカンドを支える細長い住として、4年 間を通じて口手から出張して清曜され、この4月専■1科卒業

後は ピアノの山稽古などで忙しい口を送っているらしい。 「十――十チキンラーメンJは 口本の常識です.

川 崎 祥 ― 〈DB)経 営学部

23才.違 いがわかるこの男の愛するものは、アルト ラプソディーと20本入F●l Plのエコーだ。

まずは初卒業おめでとう御座います.

川上部長に象徴ドllる―楽章おくれの、一ス界にあって、進歩的な彼はGPの ソロイストと資讃される.豊 富な人

生経獄t英 知ぁふれろ話、幅広い教養等彼か ら得るもめは多い。それにして も工●―の煙をドPら ●|が ,声 ,得
に

耳を傾ける時、■福とは何か?と いつも考えきせられる.
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早 川   明 〈鷺,工 学首
`

その限航の奥で・Lる飢い日は1:にきびしく、だんじて ミスを.Tさない。,“ を11きないその

“

炎には人,]わざとよ

思えぬ何か昔栞にと,つかれたnl象を与えろ.そ んな彼だが 一ユ酒が入ろと うそのように人が変わり、人間的な

曖かみ力]惑じられる。つま,彼は● も.l実なろ人間の1人 なのであろう.我 々下

"生

はその態lrを見習うべきである

と小上は思うのだが  .ま た■は最近ワグナーに晟 うだし レコー ドを惜|ま くっているという話である。■のフ

ァゴットの古にも一口と「きがかう

"今

やおそしと出■を行っているにちがいない.

松 山 喜美雄 (Hr)■ 学剖
'テツマンの最中に盲腸炎にかかったという一風変わった経.rの持主ではあるが、オケの中においてはよき先輩であ

ろ。またホルンを吹わ泄 れば、フランク永井も顔負け、というくらい低音域にかけては非凡なものがある。今夜は彼

の低音の魅力がフルに発揮されることを期待したい.

苅 口 祥 奥 (Vn)工 学.F

・2″に1い 足 ,ない′―■の外..をズユすろにこれはどふきわしい言■lよない.そ ITいただきにある

':に

ホ裕をた

たえた独特の風兜も 標|サ1“ ,″のがなた、■のきれめから小きく兄える.彼 は■学¬luJI学llに口し いつも実lⅢ

に追われているようなきびしい学l17t活をおくったのであるが、i.にオーケス トラに対,ろ け熱を共わず il′「に両

立を果たしたのである.バ ,ハの求心的な誅い着楽を受し 自分でもⅢ孵 炎のソナタや. ルヾテ
`―

夕を突く.■ して

飾度を共うことがなく、「[,に かせられたJ●〔は必ず栞た ン 下ilJ′をやきじく|1導する  ■も1史範ljな■■の,t

型、そ詢が彼だったのです。

松 野 はるみ (FD教 ●学部

あたリー面に漂う奴地なrFり 彼女から自然に・taメれ‖てくろ 「ヽ ]|きJは ■にオケ全■の L̈tの的であり、1「く

にいるだけでうっとりさせらねてしまうのてす.ま して殴方なぞは  そレてそんな彼女を,徴 するかのような‖く

優しいフルー トの音色.合 宿のときなど、流lnてくるデュエットによく耳をⅢけたものです.

彼女のフルー トに

"す

る熱lIIと4カ のヽ品であるブラ1での名セカレドエ

'は

 きっと4■  めなたを1句酔の肛′|

に誘いこむことでしょう。
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桐 田 秀 子 (打楽器)相 愛

フルー トでオケに入ったが、すぐ本賊の打楽器に転向.今 までビプラホン、鉄琴、小太鼓、人太崚 etcをや

'、

何

でもOK′ 、スキーな音色のピッコロも吹く。

撮 近はお家のl■事 (硼田木琴教室の先生)わ
'に

しく、あまう顔を出して下さらないが、左の写東を撮ろため、4年

=力渫 まった時など、 「ネェー、相愛のオケのチケットかわない Jと クラブの皆に ・■いささやき
′をか けて い

た。

「まだ、これからもずっとオケに来ていいんでしょう」と彼女はいう。まだ4、5年は神大オケをやるつもりらしい.

まいった、まいった。彼女がいるかぎり、オケの打薬器は安泰である。

′

'ヽ
 笹 源 水 VCl経 済学部

「まっかなたいよおもえているう～」El下あなたの数々のレパー ト
'―

と咸勢のよい下駄の音て 冬の夜道の

'`寂
さを播き乱し、みんなでフイヮイ帰ったのは ずいぶん以前のことだったような。

パッハ モーッァルトに年い、ベー 一ヽベンのピア´ソナタの調べに故虔な物思いをいたすそうな。

よせばいいのに、あらゆる方面のあらゆる寧に敢然と手を出し、後は野となれ  でもその経験と知性に支えられ

た、あなたの語 リロは、たちまち人の心を開いてくれるのです。

コンバには必ず顔を見せ、豪快を飲みっぷ0と 、はてまた 「まっかな～J。

何はともあれ、下駄を履いた星の工子様に■多かれ。下駄の音がするたびに、あなたの笑顔を思い出しましよう。

西 尾   博 OC)工 学部

彼はわがオ‐ケストラのデェロパー トのもつ野著でいて子供っぼく まじめそうでいてあほの集ま0と いうイメー

シから脱しているただ一人の人物でみる。長年テェロのみに生きてきたような彼|ま、さすがにみごとな音をきかせる.

最近は、工学部でハンダ付けlF業をするのにいそがしいらしく、今回の定演には出演しないが、練習中しばしば、指

導のかたわら、冷やかしに来てくれた。

Jヒ 島 重 明 (T")工 学都

氏のプロフィールを書こうと思えば、女性間鳳に始まり 女性闘理に尽きると首っても過言ではない。jl前クラブ

内に氏の親密なる女性関係のうわさが広まったが 我々は未だ、はっきりとした東実を知るに室っていない。氏の内

には完成された、文学論、人生論、恋愛論など論とつくものが全て整|.・とそしてコントンと存在していて、クラブの

者にとって、氏の全内容を理解するのはとうてい不可能であろう。演炎会前になると疾風のように現わね、大きな音

で (決して害1れることはない)オ ケ

'体

の音量をも圧倒し、疾風のように去って行く.氏 白ら、正義の使者とも、月

よりの使者とも自認しているが、集外憂い多き時

^を

なつかしむ根っからの学生かもしれない.な んしゃとて。

伊 丹 方 紀 〈Vn)教 育学部

愛称マキちゃん。毎曰、日記を首いているとか。極甲さんと仲がよく、いつもいっしよでした。2年のころは、第

1バイオリンで、先々

^の

コンマス河南さんとよく似た2人が並んで弾いているのが印象的でした.き て瑣在、あら

われるや 「かわったねェーJマ キちやんから、マキお姉さま 来ヽ年はどこの学校の先生になるのかな。生徒にも毎曰、

曰記をつける習慣をつけましょう。

―- 17 -―
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定演22年の歩み
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第2口  19521130             六甲台討堂
シ_― ベル ト   交概由第8番 「未完盛J
ウェーバー    ピァノ小協葵山
ヴェルディ    歌鰺1「アイーダJ大 行進曲
J シュトラウス ワルッ 「南国のばら」 「朗千」|

策1口 19511125
モーッアル ト   交炒山第41番 「ジ.
ハイドン     ピァノ協突曲二長調

グリーク     |ベ ールギュントJ
ビゼー       「アルルの女J IH山

担和高女

ピターJ

“

旦由

第12口 1962124

ワーグナー

サン サーンス

モーッアル ト

チ ャイコフスキー

第13口  1963 :2 10

モーッアル ト

チ ャイコフス■―

ドヴ斑ルザーク

ガーシュイン

第

`4口

 19641130

12  1

鋼 1回 1905129

ワーグナー

チャイコフス■―

べ● トーヴ●ン

ベー トーヴェン

賞割6回  19“ 12 0

ウェーバー

リス ト

ヘンデル

シューマン

第

`7回

 19“ 128

ベー トーヴェン

ベー トー ヴェン

モーッァル ト

フランク

第18回 19681210

ブラームス

モーッァル ト

シューマン

第19回 1%91215
ペー トーヴェン

シベ ,ウ ス

ブラームス

第21回  19‐ 01212

モーッァル ト

ムソルグスキー

ショスタコーヴ ィッチ

第21回  

“

71 12 1

シュトラウス

奥田伸悟
シ ,パ ン

チ ャイコフスキー

第22回 19″ 1210

フーグナー
ベー トーヴュン

国際会航

「ニュールンベルタの名歌手J,t委 出
ヴァイオ

'ン
協実山第3]

交響山綱 5番 「ハフナーJ
イタリア奇憩山

国際会館

歌劇 「後宮ようの逃走」序山
ヴァイオリン協美由

交糾山第9番 「新世・r.よりJ

「ラプソディ イン ブルーJ

大販産経ホ～ル

国1県会館
二つのヴァイォリンのための

"妻

山
ピアノ脇奏山第20番 「戴冠式」

交概山第5番 「運命J
ディ,ェ ルティメント

国際会鱚

「ニュー,レンベルグの名歌手」前実山

「白鳥の湖Jよ り
ピアノ協妻山第3子

交響価第3番 「英雄J

国際会nl

序山 「オイ,ァ ンテJ
ピアノ協葵画第 1番

組山 「工富の花火の音楽」

交響苗第 3番 「ラインJ

国際会

“
「フィデリオ」序山
ピアノ協奏商第5番 「皇帯J
セレナータ ノットゥルナ

交響曲二短調

第3回 1953614
ベー トーヴェン  交響蘭第1番

サン・サーンス  ピアノ協奏由第4審
シベ,ウス    フィンランディア

第4回 

“

ユ 1213
ベートーヴ.ン   「エグモント」序山
ハイドン     交響苗第I∞澪 「軍隊J
ピゼー      「カルメンJ第 1組山
メンデルスゾーン ピアノ嚇妻苗第1千

第5回  19“ 1127

チャイコフスキー 「眠れる森の美女J
ショパン     ピアノ協妻苗氣 番
ベートーヴェン  交響曲第5番 「運命」

第0回 19“ 122

J シュトラウス 歌劇 「こうも0」序||
モーッァルト   交響山第38番 「プラーグJ
グ

'―
ク     ピアノ協奏苗

チャイコフス■― 「白鳥の湖Jよ う

ヴィヴァルディ
モーッァル ト
ベー トーヴェン

六甲台講堂  外山雄ニ

六甲台識堂

海員会館

海員会館

第7回 1957122               新問会館
ウェーバー    ｀

歌劇
′
「魔弾の射手J序 山

ラフマニノフ   バガニーニの主題による=詩 曲
ドヴォルプーク  交響曲第9者 「新世界ようJ

悲劇的序山

交概山第36番

交響由第4番

国際会館

「,ンッJ

第8口 195811"

グリンカ     歌劇 「ルスランと,ュ ドミ

サン サーンス  ヴァイオツン協奏曲第3番
ベートーヴェン  交Ψ曲第 3番 「夫雄」

第9回  lQ5● 124

グリーク     「ペールギュントJ組 山

サン サーンス  ピアノ嚇綱 4澪
ベー 一ヽグヱン  交響山第 5T・「こ命J

エグモント序||
ヴ′イオ,ン協麦山

交漑山第2番

1        西●市民会‖千
ll・則 1魔■J庁 引

交糾詩 「禿山の二i J々
交響由第 5番

国際会ni
喜歌411「こうもりJ序 山
交聖的変容 「洸黙の残

“

J
ピアノ協美山第1番
交響出第5番

国際会館

「ニュールンベルタの名歌手」前妻山
交響曲第9番 「合唱つき」

国際会館
ラJ序 lll

国際会館

国際会館

第10口 1“ 0127               国捺会館
ニコライ     歌鉦 ウィン

'―

の陽気な女房たちJ序曲
ベートーヴェン  ピアノ協葵由第 5番 「皇帝J
チャイコフスキー 交暫山第 5番

第11回 1“ 1126               国際会館
ビゼー      「アルルの女J組 山
グ

'―
ク     ピアノ帳 由

べ～トーヴェン  交響曲第 7番
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音 楽 監 普

指   揮

コンサートマスター

楽   器

llS   譜

広   報

バイオリン

,丹 万 紀

力 田 祥 史

西 尾 共 子

十 ― 能 理 子

高 橋 直 子

口  美 和 子
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